
　
Bボ

ー

ド

リ

ー

O
L
D
L
Y（
株
）の
改か

い

發は
つ�

壮そ
う

さ
ん

に
２
０
２
２
年
６
月
10
日
の
み
ん
ラ
ボ
カ

フ
ェ
で
、
自
動
運
転
バ
ス
に
つ
い
て
お
話

し
し
て
頂
き
ま
し
た
。
境
町
は
、
埼
玉
県

と
千
葉
県
に
隣
接
し
、
古
く
は
利
根
川
の

水
運
を
活
か
し
た
文
化
交
流
の
場
と
し
て

栄
え
た
「
河
岸
の
ま
ち
」。
建
築
家
・
隈く

ま

研け
ん

吾ご

氏
の
建
物
が
６
カ
所
に
点
在
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
一
年
を
通
じ
て
、
利
根
川

の
大
花
火
大
会
や
、
さ
か
い
河
岸
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
町
民
の
移
動
を
支
え
る
自
動
運
転
バ
ス

は
、
２
０
２
０
年
11
月
か
ら
運
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。

①�

な
ぜ
自
動
運
転
バ
ス
が
走
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
？

　
境
町
に
は
鉄
道
が
走
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
路
線
バ
ス
の
運
転
者
不
足
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
齢
化
が

進
ん
で
、
高
齢
単
身
世
帯
が
増
加
し
て
免

許
の
返
納
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
町
民
の
生
活
が
少
し
で
も
、

快
適
に
、
そ
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
町
に

な
れ
ば
い
い
な
あ
と
い
う
思
い
と
、
町
民

の
協
力（
バ
ス
停
の
私
有
地
提
供
な
ど
）も

あ
っ
て
走
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

②
ル
ー
ト
は
？

　
現
在
は
、
境
町
商
店
街
を
走
っ
て
い
ま

す
。
往
復
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
時
速
18
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
～
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
行

し
て
い
ま
す
。
定
員
は
11
名
で
、
料
金
は

無
料
で
境
町
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
買
い

物
で
利
用
す
る
人
が
多
い
ル
ー
ト
で
す
。

　
２
０
２
２
年
７
月
よ
り
猿
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
東
京
駅
行
高
速
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
路
線
が
延
長
さ
れ
ま
し

た
。
医
療
セ
ン
タ
ー
の
早
朝
運
行
も
開
始

さ
れ
、
ま
す
ま
す
便
利
に
町
民
の
足
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
自
動
運
転
バ
ス
と
は
？

　
車
両
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も

の
で
す
。
名
前
は
【
さ
か
い
ア
ル
マ
】
と

言
い
ま
す
。
車
両
に
は
、
ハ
ン
ド
ル
・
ア

ク
セ
ル
ペ
ダ
ル
・
運
転
席
も
あ
り
ま
せ
ん
。

④
ど
う
や
っ
て
自
動
走
行
す
る
の
か
？

　
あ
ら
か
じ
め
走
行
す
る
ル
ー
ト
を
３
D

マ
ッ
プ（
地
図
）（
左
写
真
参
照
）に
入
力
し

て
お
き
ま
す
。
そ
し
て
、
走
行
ラ
イ
ン
を

G
P
S
と
監
視
装
置（
ラ
イ
ダ
ー
）を
使
っ

て
走
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
工
衛
星
が
、

常
時
、
自
動
運
転
バ
ス
の
場
所
を
教
え
て

く
れ
て
、
さ
ら
に
通
常
の
G
P
S
に
加
え

て
R
T
K
と
い
う
補
正
信
号
を
使
っ
て
位

置
情
報
を
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
セ

ン
チ
単
位
で
バ
ス
の
位
置
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
一
度
走
行
し
た
こ
と
の

あ
る
道
は
、
過
去
の
走
行
デ
ー
タ
と
も
一

致
さ
せ
な
が
ら
走
り
ま
す
。

⑤
ど
う
や
っ
て
危
険
を
発
見
す
る
の
か
？

　
2
種
の
セ
ン
サ
ー
を
使
用
し
、
バ
ス
の

周
り
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
３
D
ラ
イ

ダ
ー
は
、
周
辺
3
6
0
度
を
監
視
し
て
い

ま
す
。
２
D
ラ
イ
ダ
ー
は
地
上
24
セ
ン
チ

以
上
の
高
さ
を
監
視
し
て
い
ま
す
。
危
険

が
あ
れ
ば
車
両
は
自
動
で
停
止
し
ま
す
。

突
発
的
な
出
来
事
に
は
同
乗
し
て
い
る
運

行
従
事
者
が
ゲ
ー
ム
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

を
使
っ
て
手
動
運
転
で
回
避
し
ま
す
。

乗
っ
て
み
ま
し
た
！
実
際
に
利
用
し
て
み

て
の
感
想

　
止
ま
る
と
き
に
体
に
感
じ
る
振
動
は
少

し
あ
る
も
の
の
、
乗
り
心
地
は
快
適
で
し

た
。
隈
研
吾
氏
に
よ
る
建
築
物
を
見
学
し

な
が
ら
町
の
カ
フ
ェ
の
グ
ル
メ
を
食
べ
歩

く
の
も
楽
し
い
時
間
で
す
。【
道
の
駅
・
さ

か
い
】
も
隈
研
吾
氏
の
建
築
物
で
、
土
地

の
農
産
物
が
た
く
さ
ん
置
か
れ
て
い
て
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
店
の
一
角
に
は
沖
縄
県
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
が
あ
っ
て
お
土
産
な
ど
が
買
え

ま
す
。
静
か
で
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
町
で

あ
り
、
利
根
川
を
渡
っ
て
く
る
風
が
気
持

ち
良
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　
　
（
鵜
川
）

地域の移動を支える自動運転バス　境町での実導入事例について
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出典：道の駅さ
かいの公式HP
隈研吾氏の建築

「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト

運
動
に
ご
協
力
を
」

　
い
つ
も
社
会
貢
献
活
動
の「
幸
せ
の

黄
色
い
レ
シ
ー
ト
」に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
さ
て
、
今
回
は
2
0
2
2
年
10
月

11
日（
火
）が
み
ん
ラ
ボ
の
宣
伝
日
で
、

鵜
川
・
篠
原
の
2
名
が
参
加
い
た
し
ま

し
た
。
マ
ス
ク
を
し
て
の
宣
伝
活
動
の

た
め
、
大
き
い
声
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
中
で
多
数
の
皆
様
に
、
レ

シ
ー
ト
を
ボ
ッ
ク
ス
No
16
に
入
れ
て
頂

き
ま
し
た
。厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
活
動
は
毎
月
11
日
に
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
つ
く
ば
店

様
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
篠
原
・
鵜
川
）



ハハララハハララデデザザイインン体体験験記記！！
　新聞や雑誌の「オピニオン記事」等を読んでいると、難解
な文章に出くわして戸惑うことが結構あります。過日、あ
る新聞の文化欄に載った記事（下図）をご紹介します。
　この文章を難解にさせている理由を考えてみました。�
　①カタカナ語や人名など語句が難しい
　②言い回しがややこしい　そして
　③いわんとする内容が奥深く高尚である
　じっくり読んでみれば、言いたいことは、
●�アンチワーク運動も小説の中のバートルビーも「誰の
役にも立たない、社会にとって自分の仕事は無意味

だと自覚しながら」「クソどうでもいい仕事（ブルシッ
ト・ジョブ）」をさせられている。だから、そうした態
度をとっているのではないか。
●�こうした「ブルシット・ジョブ」と「エッセンシャル
ワーク(必要不可欠な仕事)」を比べて考えたとき、文
化人類学者デヴィッド・グレーバーは労働とは本来
「生産」ではなく「ケア」だとも語っている。

ということのようです。でも、言葉と言葉の関係をはっき
りとは言わないでいるために、一見「高尚に見える」けど意
味がはっきりとつかめない文章になっているのではないで
しょうか。
　このように考えると、文章の「わかりにくさ」も「使いに
くいモノ」と多くの共通点があるように思われます。多く
の人にその意味や「使うと役に立つこと」を伝えたいのであ
れば、もう少しわかりやすい言葉遣いや文章、デザインに
していただけると有難いのですが。
　著者が指摘するように、仕事というものは自分本位でや
るのではなく、相手も仕事がやりやすいように配慮するこ
とが大事で、それが「ケアだ」と、文章を読んだ私もそう思っ
た次第です。　　　　　　　　　　　　　　　　　�（根岸）

「クソどうでもいい仕事」？

　
2
0
2
2
年
10
月
28
日
に
み
ん
ラ
ボ
カ

フ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
の
石

岡
大
輔
氏
と
稲
葉
洸
貴
氏
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

☆
カ
ゴ
メ
の
紹
介

　
「
カ
ゴ
メ
」
と
言
え
ば
ト
マ
ト
の
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
る
が
、
社
名
は
ト
マ
ト
の

収
穫
等
に
使
う
「
籠か

ご

の
目
」
に
由
来
し
て
い

る
。
世
界
に
は
約
9
，0
0
0
種
の
ト
マ
ト

が
あ
る
が
、
そ
の
内
約
7
，5
0
0
種
の
ト

マ
ト
種
子
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
遺
伝
資

源
を
保
管
し
、
こ
れ
を
活
用
し
て
ジ
ュ
ー
ス

用
ト
マ
ト
「
凛り

凛り

子こ

」
を
含
む
約
70
種
の
品

種
を
開
発
、
登
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ト

マ
ト
だ
け
で
な
く
「
野
菜
の
会
社
」
と
し
て
、

日
本
の
緑
黄
色
野
菜
消
費
量
の
17
・
3
％
を

扱
っ
て
お
り
、
商
品
の
60
～
70
％
を
植
物
性

食
品
が
占
め
て
い
る
。

☆�

プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
ド
フ
ー
ド（
植
物
性
食

品
）に
つ
い
て

　
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
ド
フ
ー
ド
と
聞
い
て
も

ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
動

物
由
来
の
原
材
料
を
一
切
配
合
せ
ず
、
植
物

由
来
の
原
材
料
を
使
用
し
た
食
品
全
般
を
指

し
て
い
る
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
大
豆

ミ
ー
ト
や
植
物
性
ミ
ル
ク
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。
近
年
拡
大
中
の
大
豆
ミ
ー
ト
は
、
食
肉

の
供
給
不
足
と
な
る
「
た
ん
ぱ
く
質
危
機
」

の
回
避
や
、
二
酸
化
炭
素（
C
O
2
）排
出
量

や
水
資
源
使
用
量
が
食
肉
よ
り
も
少
な
い
特

徴
な
ど
か
ら
、
持
続
可
能（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
）な
食
品
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
の
違
い

に
つ
い
て
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
は
植
物
中
心
だ
が
一
部
の
動
物
は

食
べ
る
方
々
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
は
動
物
性
食
品

を
全
く
食
べ
な
い
方
々
。
つ
ま
り
人
を
指
す

と
私
達
は
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
プ
ラ
ン

ト
ベ
ー
ス
ド
フ
ー
ド
は
食
に
対
す
る
考
え
方

や
制
約
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
植
物
性
の
食

材
か
ら
な
る
食
品
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

　
欧
米
で
は
す
で
に
1
・
6
兆
円
の
市
場
規

模
に
成
長
し
、
日
本
市
場
で
も
4
0
0
億
円

規
模
に
ま
で
伸
び
て
い
る
。
背
景
に
は
、
水

不
足
や
温
暖
化
に
よ
る
食
糧
危
機
が
想
定
さ

れ
、
肉
代
替
と
し
て
の
た
ん
ぱ
く
質
源
と
し

て
の
価
値
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア

レ
ル
ギ
ー
や
宗
教
に
基
づ
く
食
制
限
な
ど
の

食
の
多
様
性
へ
の
対
応
や
、
食
肉
過
多
に
よ

る
肥
満
、
高
脂
質
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
過

剰
な
摂
取
に
よ
る
健
康
影
響
へ
の
対
策
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

☆
カ
ゴ
メ
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
の
紹
介

　
植
物
性
食
品
の
美
味
し
さ
を
醸
し
出
す
た

め
に
、
独
自
素
材
の
野
菜
だ
し
を
作
成
し

た
。
た
と
え
ば
大
豆
ミ
ー
ト
の
に
お
い
成
分

を
抑
え
る
効
果
が
あ
り
、
野
菜
だ
し
に
含
ま

れ
る
ア
ミ
ノ
酸
や
核
酸
成
分
が
複
雑
な
う
ま

味
を
引
き
出
し
て
い
る
。
商
品
例
と
し
て
大

豆
ミ
ー
ト
の
キ
ー
マ
カ
レ
ー
や
大
豆
ミ
ー
ト

の
ボ
ロ
ネ
ー
ゼ（
写
真
）な
ど
が
あ
る
。
ま
た

近
年
、
新
し
く
白
い
ん
げ
ん
豆
と
人
参
を
原

材
料
と
し
た
オ
ム
ラ
イ
ス（
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

エ
ッ
グ
）を
開
発
し
た
。

　
カ
ゴ
メ
の
使
命
は
、
野
菜
の
力
で
健
康
寿

命
の
延
伸
に
貢
献
す
る
こ
と
。
食
の
供
給
・

健
康
の
観
点
か
ら
も
新
た
な
領
域
で
あ
る
、

植
物
性
食
品（
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
）に
挑
戦
し

続
け
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と
い
う

“
不
測
の
事
態
”
が
重
な
り
、
食
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
等
の
“
不
足
の
時
代
”
に
突
入
、
先

が
見
え
な
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
わ
け

て
も
食
の
問
題
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。

「
植
」
の
さ
ら
な
る
活
用
を
期
待
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
本
田
）

カゴメの植物性食品（プラントベースドフード）への取り組みと今後

第83回みんラボカフェ
プ
ラ
ン
ト
ベ
ー
ス
ド

フ
ー
ド

日経新聞「春秋」2022年2月3日
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①おにぎり・商品のシール
　焼き海苔で包んだおにぎりは、海苔
の風味が加わってより美味しく感じら
れます。食べる直前に焼き海苔で三角
形の白米おにぎりを包むと、パリパリ
の海苔を味わうことができるという�
工夫は、発売当時画期的なものでした。
しかし、海苔と白米おにぎりが上手く
セット出来ないことも多々あったと思
います。
　そこで、コンビニやスーパーマー
ケットで売られている数種類のおにぎ
りの中から、特に焼き海苔と白米おに
ぎりを購入者がセットするタイプのも
のを調べてみました。実際に試してみ
ると、以前より簡単に作業が出来まし
た。この三角形のおにぎりの包装は、
三角形の頂点から底辺まで簡単に切る
ことが出来れば、添えてある海苔で白
米おにぎりを包む作業がスムーズにな
るわけです。
　各店舗でおにぎりを確かめてみる
と、焼き海苔を上手くセットするため
の手順を示す数字と矢印のデザイン
が、微妙に異なることがわかりまし
た。デザインは各店舗まちまちです
が、数字と矢印は海苔の黒色にすっき
りと映えて、一目で分かり易いデザイ
ンにすると申し分ないと思いました
（下写真参照）。特に工夫されていたの
は、前面に貼られた商品名のシールで
す。シールの上部に長さ２、３ミリメー
トルの切り込み（上写真参照）が十数本
入っているので、丈夫なシールがすん
なり切れるのでしょう。他のシールに
も切り込みがありました。手軽に食べ
られるおにぎりパッケージですが、目
に見えない所に工夫が詰まっているこ
とに感心しました。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（沼尻）

②マジックトップ
　現在、ゼリーやご飯など様々な商品の蓋にイージー
オープンフィルムが採用され、開けやすくなっています。お豆腐の蓋などは全般
的に開けやすくなった製品の一つです。そのなかでも、開けやすさについてさら
に前進した「マジックトップ」というカップを見つけました。開封時に、蓋の端を
持ち引っ張る力がとても少なくてすみ、そのままスルーっと最後まで開けられる
商品です。
　マジックトップは、独自のシート製造技術と高精度の容器成形技術に、正確
にノッチ（切り込み）を入れる技術を組み合わせることで、「密封性（漏れにくさ）」
と「開けやすさ」という矛盾した機能を両立させた容器になっているのだそうです
（下図参照）。
　蓋を開ける動作は「日常茶飯事」なことですが、
幼児は自分で開けることができたという自信と喜
びを味わえ、高齢者や障害者は他人に頼んだり、
他の道具を使ったりという煩わしさから少し開放
されるのではないでしょうか。
　蓋を開けずにそのままレンジに入れてチン出来
る商品や、片手で中身を押し出すことができる商
品などが開発されており、まだまだ食品パッケージは改善されていくものと思い
ます。これからもみんなに優しい社会を目指してほしいです。　　　　　　（石橋）

③透明なフィルム包装
　かねてより不便を感じていたことの一つに、「せんべい」のよ
うな菓子の個別包装、あるいはビンなどの包装に、透明なプラ
スチックなどが使われていることがあります。
　これらを開封するには、困難をともないます。まず、多くの
高齢者にとっては、「包装の端がどこにあるのかわかりにくい」
からです。できることならば、透明な包装紙の端部には赤や黒
など色をつけて、端がすぐにわかるようにしていただきたいの
です。必然的にコストアップにつながりますので、実現は難し
いでしょうか。
　また、ビンなどの透明なカバー包装では、蓋を直接ひねって
開けてもフィルムが切れないことがあります（写真1）。この場
合小生はカッターナイフなどを使っていますが、他の人はどう
しておられますか？　知りたいものです。しかし最近では、包
装が容易に切れるよう工夫してあるもの（写真2）も出てきまし
た。ありがたいことです。　　　　　　　　　　　　　（中井）

④ビールのジョッキ缶 「本物のビールに会えると…」
　飲み友から「あるビールメーカーの缶ビールがおもしろい」
と聞きました。普通の缶ビールのようにプルタブを引っぱる
と、小さな飲み口が開くのではなく、上部の蓋が丸ごと外れて
ジョッキのような大きな飲み口ができます（写真）。また、缶の
内側に特殊な加工がしてあり、モコモコと泡がわき出る仕組み
になっています。ジョッキ缶という名前の通り、きれいな〈泡〉
がたち、さらに温度によって〈泡〉立ちが変わり、まるで生ビー
ルをジョッキグラスで飲んでいるような感覚になります。
　この缶ビールを飲むには、グラスは必要ありません。どこでも缶を開ければそ
れがジョッキになります。ぐいぐい飲めるぞ。左党としては、缶ビールの〈泡〉が
あふれこぼれるのは大歓迎です。飲み過ぎには気をつけましょう。　　　（篠原）

おおももししろろデデザザイインン発発見見記記！！

※�本稿は篠原さんの遺稿となりました。最終原稿の確認はみんラボ事務局および広報の
会のメンバーで行い、ご家族のご了承を得て掲載いたします。

開けやすくなったパッケージ

出典：出光ユニテック株式会社
(https://www.idemitsu.com/jp/iut/

exhibition/2022_3_1.pdf)

写真1

写真2

上蓋が丸ごと
外れる

シール上部の切り込み
（点線部分）

背景の柄によって
矢印と数字が
見えにくい
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い
つ
も
郵
送

ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
ど
ん
な
こ
と

が
分
か
っ
た
の
か
、
少
し
だ
け
ご

紹
介
し
ま
す
。

①�

「
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー
カ
ー
や
集
音

器
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

（
2
0
2
2
年
10
月
頃
送
付

　
1
5
6
名
回
答
）

　
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
「
知
っ

て
い
る
」「
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
」

人
は
95
名
で
し
た
が
、
実
際
に
所

持
し
て
い
る
人
は
18
名
だ
け
で
し

た
。
ま
た
、
集
音
器
に
つ
い
て
も

「
知
っ
て
い
る
」「
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
」
人
は
1
0
9
名
で
し
た
が
、

実
際
に
所
持
し
て
い
る
人
は
7
名

だ
け
で
し
た
。

　

一
方
で
、「
音
に
関
し
て
困
っ

て
い
る
こ
と
・
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

て
い
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す

が
、
テ
レ
ビ
ス
ピ
ー
カ
ー
や
集
音

器
は
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

②�

「
趣
味
と
そ
の
他
の
余
暇
活

動
」
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

（
2
0
2
2
年
7
月
頃
送
付
　

1
2
6
名
回
答
）

　
み
ん
ラ
ボ
会
員
の
皆
さ
ん
に
加

え
、
大
学
生
に
も
同
じ
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
大
学
生
は
「
頻
繁
に
行

う
活
動
」
ほ
ど
趣
味
だ
と
と
ら
え

て
い
る
の
に
対
し
、
み
ん
ラ
ボ
会

員
の
皆
さ
ん
は
「
活
動
を
行
う
頻

度
」
は
趣
味
だ
と
思
う
気
持
ち
に

関
係
な
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
種
類
の
活

動
を
行
う
だ
け
で
な
く
、「
そ
の

活
動
が
重
要
な
も
の
だ
」
と
思
っ

て
い
る
ほ
ど
、
主
観
的
幸
福
感

（
簡
単
に
言
う
と
、
人
生
全
般
に

満
足
す
る
気
持
ち
）が
高
く
な
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
新
し
く
活
動
を
始
め
て
種
類

を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
い
ま
既

に
行
っ
て
い
る
趣
味
や
余
暇
活
動

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
主
観
的

幸
福
感
は
高
ま
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

③�

「
体
の
動
き
、
運
動
」
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト

　�（
2
0
2
2
年
1
月
頃
送
付

1
4
6
名
回
答
）

　
会
員
の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
日
常

的
に
行
う
運
動
が
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
特
に
多
か
っ
た
の

は
「
散
歩
」
で
、
93
名
の
人
が
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

次
い
で
「
体
操
」「
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」「
ヨ
ガ
・
太
極
拳
」「
ハ
イ
キ

ン
グ
・
登
山
」
な
ど
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
や
っ
て
み

た
い
運
動
で
は
「
ハ
イ
キ
ン
グ
・

登
山
」
や
「
水
泳
・
ア
ク
ア
エ
ク

サ
サ
イ
ズ（
水
中
歩
行
・
運
動
な

ど
）」
が
人
気
の
よ
う
で
し
た
。

　
み
な
さ
ん
に
回
答
し
て
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
こ

れ
か
ら
の
調
査
に
活
か
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
（
安
久
）

【みんラボ会員】
石橋、鵜川、篠原、東海林、
中井、新関、沼尻、根岸、星、
本田
【筑波大学大学院生】
鍾、岩根、澤田
【教員スタッフ】
原田、葛岡、須藤、矢野、
菅原
【みんラボ事務局】
小竹、斉藤、森、安久、鷹阪

編集者紹介

■市役所・官公庁
つくば市役所・関係部署
つくばみらい市役所
牛久市役所
守谷市役所
阿見町役場
茨城県県南生涯学習センター
■筑波大学および病院関係
筑波大学
筑波大学附属病院
筑波メディカルセンター病院
筑波記念病院
筑波学園病院
■市・公共団体
つくば市社会福祉協議会
みどりの風（旧つくば市民大学）
つくば市民活動センター
つくば市ふれあいプラザ
阿見町中央公民館
阿見町本郷ふれあいセンター
阿見町君原公民館
阿見町かすみ公民館
阿見町舟島ふれあいセンター
牛久市社会福祉協議会
牛久市シルバー人材センター
牛久市エスカードビル
牛久市生涯学習センター
牛久市ボランティアセンター
牛久市中央図書館

が置いてあるところ

事務局だより ～アンケートへのご協力ありがとうございます～

　
「
今
冬
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
8
波
は
コ
ロ
ナ
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
史
上

最
悪
の
流
行
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
の
こ
と
。
み
ん
ラ
ボ

広
報
委
員
会
と
し
て
は
、
最
善
の
対
策
を
と
り
、
細
心
の
注
意

の
下
に
会
合
を
進
め
て
い
ま
す
。
入
室
に
際
し
て
は
、
体
温
・

体
調
チ
ェ
ッ
ク
は
も
と
よ
り
、
手
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス

ク
の
励
行
、
議
論
の
際
は
前
後
左
右
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ド

で
間
仕
切
り
さ
れ
た
机
に
着
席
し
て
の
討
議
で
す
。
そ
れ
で
も

活
発
な
意
見
の
交
換
、
笑
い
を
誘
う
横
み
ち
談
義
な
ど
、
い
つ

も
通
り
賑
や
か
に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
み
ん
ラ
ボ
四
季
報
編
集

会
議
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
私
た
ち
の
活
動
母
体
「
み
ん
な
の
使
い

や
す
さ
ラ
ボ
」
で
の
活
動
が
「
豊
か
な
高
齢
社
会
」
を
作
っ
て

い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
役
に
立
て
る
か
、
そ
の
た
め

に
「
社
会
全
体
の
モ
ノ
の
使
い
や
す
さ
力
を
ど
う
や
っ
て
高
め

て
い
け
る
か
」
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
と
い
う
事
を
忘

れ
て
は
い
ま
せ
ん
。　

そ
れ
に
し
て
も
２
０
２
０
年
10
月
1
日

発
行
第
17
号
に
鵜
川
さ
ん
が
書
か
れ
た

「
編
集
後
記
」
の
コ
ロ
ナ
記
事
か
ら
既
に

3
年
ほ
ど
も
経
つ
の
に
、
未
だ
こ
の
よ
う

な
状
態
と
は
な
ん
と
長
期
に
渡
る
手
ご
わ

い
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
な
の
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
高
齢
者
の
頑
張
り
も
ま
だ
、
捨
て

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。�

（
根
岸
）

編
集
後
記

〇みんラボ四季報第１号から編
集メンバーとしてご活躍いただ
いた篠原秀夫さんが2022年12
月に急逝されました。これまで
のご尽力に感謝し、ご冥福をお
祈りいたします。

〒305-8572　茨城県つくば市天王台1-1-1　筑波大学人間系（共同研究棟A408）
TEL：029-879-7351　（受付）月〜金　9時〜17時
FAX：029-879-7352　e-mail:mado@tsukaiyasusa.jp第22号　2023年4月1日発行
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